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【
22

】
佐
渡
御
奉
行
山
本
伊
豫
守
様
御
先
觸
写
（
寛
政
十
一
年
）
② 

 
 

（
東
吾
妻
町
岩
井
「
伊
能
光
雄
家
文
書
」
Ｐ
八
〇
〇
三
・
№
三
六
七
） 

 

  

《
釈
文
》 

 

右
者
、
金
井
宿
問
屋
よ
り
内
々
ニ
而
相
廻
り
申
候
所
、
四
月
十
五
日
之
夜 

酉
之
中
刻
、
植
栗
村
よ
り
請
取
、
金
井
村
へ
送
り
申
候 

  

四
月
十
六
日
朝
、
辰
之
下
刻 

 
 

 

御 

本 

紙 

御 

先 

觸 

 

△
一 

馬 

△
一 

人
足 

  

右
者
、
山
本
伊
豫
守
、
佐
州
御
役
所
江
被
相
越
候
ニ
付
、 

一
昨
十
三
日
、
江
戸
發
足
、
当
駅
迄
着
之
處
、
杢
川
満
水
ニ 

付
、
萬
年
橋
通
り
被
相
廻
、
原
町
泊
り
ニ
而
、
須
川
江
通 

行
之
積
、
明
十
六
日
明
ヶ
六
ツ
時
、
金
井
宿
出
立
、
被
相
越
候
間
、 

書
面
之
通
り
、
村
々
人
馬
無
滞
差
出
シ
、
御
定
之
賃
銭 

可
被
請
取
候
、
尤
無
賃
之
人
馬
決
而
不
差
出
、
若
間
違 

之
筋
茂
候
ハ
ヽ
、
跡
改
役
人
江
可
申
達
候
、
且
別
帋
泊 

付
書
付
差
越
候
、
差
掛
り
通
行
之
儀
ニ
候
得
者
、
村
役
人 

申
合
、
人
馬
等
差
支
無
之
様
頼
入
候
、
且
須
川
宿
与
り 

三
国
通
者
、
先
達
而
差
出
候
先
觸
之
通
可
被
相
心
得
候
、 

此
先
觸
、
於
寺
泊
ニ
可
被
相
返
候
、
以
上 
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佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 
 
 

未
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

中 

山 

嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

  
 

 

金
井
宿
よ
り
万
年
橋
廻
り 

 
 

 

寺
泊
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
主 

  
 

 
 

 
 

追 

觸 

 

一
昨
十
一
日
、
差
出
候
先
觸
、
別
紙
泊
付
書
付
ニ
下
宿
軒
数 

認
落
候
、
右
者
、
本
陣
之
外
、
下
宿
拾
貳
軒
入
候
間
、
泊
之 

宿
々
ニ
而
無
差
支
様
、
其
手
当
可
在
之
候
、
猶
宿
割
之 

も
の
参
り
次
第
可
申
談
候
、
此
追
觸
、
於
佐
州
可
被
相
返
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 
 
 

未
四
月
十
三
日 

 
 

 
 

 

中
山
嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

寺
田
儀
左
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

板
橋
宿
よ
り 
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佐
州
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

泊
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

  
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
陣 

  
 

 
 

添 

觸 
 

 
 

 

江
戸
南
傳
馬
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
野
新
右
衛
門 

一 

御
先
觸 

 
 

壱
通 

一 

御
印
鑑 

 
 

四
拾

数
（
枚
） 

一 

同
請
取
帳
面 

壱
冊 

〆 

箱
入 

 

右
者
、
佐
渡
御
奉
行 

山
本
伊
豫
守
様
、
明
後
十
三
日
、
江
戸
御
發
足
ニ
付
、 

被
成
御
渡
候
間
、
則
差
越
候
御
書
面
之
通
り
用
意
可 

有
之
候
、
尤
道
中
無
滞
様
可
被
相
觸
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
傳
馬
役 

 
 

 
 

未
四
月
十
三
日 

 
 

 
 

高
野
新
右
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

従
板
橋
宿
、
越
後
國 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寺
泊
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
屋
中 
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御
印
鑑
写 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

 

是
ハ
継
場
江
壱
数
ツ
ヽ
御
渡 

 
 

印 

中
山
嘉
平
太 

 
 
 
 

被
遊
候
御
印
鑑
ニ
御
座
候
間
、
當 

 
 

印 

寺
田
儀
左
衛
門 

 
 

村
ニ
而
者
、
請
取
不
申
候
、
新
巻
村 

 
 

印 

外
ニ
御
壱
人 

 
 
 

 

ニ
而
請
取
申
候 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
―

急
故
、
失
念
仕
候 

 

人
馬
不
足
之
節
者
、
此
印
鑑
を
以
可
致
差
図
候
、
印
鑑 

無
之
候
而
者
、
多
と
へ
壱
人
・
壱
疋
た
里
と
も
不
可
差
出
之
旨
、 

御
觸
書
付
相
廻
り
候
得
共
、
急
故
写
不
申
候 

   
 

 
 

 
 

 

泊
附 

 

四
月
十
六
日 

 
 

同
十
七
日 

 
 

 

同
十
八
日 

一 

原 

町 

泊 

一 

須 

川 

泊 

一 

浅 

貝 

泊 

 

同 

十
九
日 

 
 

同
廿
日 

一 

六
日
町 

泊 

一 

寺 

泊 

泊 

一 

 
 

 
 
 

本
陣
之
外 

 
 

 
 
 

下
宿
拾
弐
ヶ
所 

 

右
宿
々
本
陣
役
人
申
合
、
下
宿
申
付
置
、
上
下
三
拾
人 

餘
之
支
度
有
之
、
右
人
数
之
外
請
負
方
之
者
六
拾
人 
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程
者
、
自
分
拂
ニ
而
相
對
之
事
ニ
候
へ
共
、
是
又
差 

支
無
之
様
支
度
可
給
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中 

山 

嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

 
 

金
井
宿
よ
り
万
年
橋
廻
り
須
川
迄
、
夫
よ
り
三
國
路
通 

 
 

越
後
国
寺
泊
り
迄 

 
 

 
 

 

右
村
々
宿
々
問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
陣 

 

右
御
奉
行
様
御
通
行
ニ
付
、
植
栗
村
よ
り
年
寄
惣
兵
衛
殿
、
四 

月
十
六
日
明
七
ツ
時
分
被
参
候
而
、
此
度
者
、
壱
ヶ
村
ニ
而
ハ
人
馬 

不
足
ニ
御
座
候
間
、
金
井
村
・
岩
井
村
・
植
栗
村
三
ヶ
村
最
寄
御
継 

送
り
可
仕
旨
相
談
い
た
し
候
所
、
十
六
日
朝
五
ツ
前
、
植
栗
邑 

名
主
与
市
殿
よ
り
申
来
候
ハ
、
小
泉
村
・
和
泉
沢
村
・
新
巻
村
・ 

奥
田
村
、
右
四
ヶ
村
最
寄
新
巻
村
ニ
而
継
立
可
申
由
ニ
付
、
此 

方
よ
り
新
巻
村
へ
申
越
候
者
、
此
方
之
人
馬
、
其
方
ま
て 

差
遣
シ
可
申
候
間
、
川
戸
村
迄
御
継
被
下
候
様
ニ
仕
度
与
申
遣
シ 
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候
所
、
承
知
い
た
し
候
間
、
岩
井
村
・
金
井
村
之
人
馬
、
新
巻 

迄
差
遣
シ
候
様
被
申
候
、
依
之
当
村
与
り
組
頭
伊
八 

人
馬
を
つ
れ
新
巻
村
江
参
、
都
合
七
ヶ
村
之
人
馬
を
以
テ 

川
戸
村
迄
御
継
送
り
仕
候 

  

右
御
本
紙
御
先
觸
、
植
栗
村
よ
り
四
月
十
六
日
辰
之 

下
刻
、
請
取
候
節
、
最
早
先
荷
者
、
当
村
御
制
札
之
所 

迄
参
り
申
候
故
、
急
ニ
金
井
村
江
差
遣
候
、
金
井
ニ
而
者
、
直
ニ 

川
戸
村
江
送
り
申
候
、
然
ル
所
当
村
ニ
而
御
昼
飯
可
被
召
上
旨 

急
ニ
申
来
候
故
、
楚
う
じ
等
仕
候
、
御
本
陣
附
御
役 

人
中
ハ
皆
此
方
へ
御
出
被
遊
候 

  

一 

人
足
弐
百
五
拾
人
程
、
馬
七
拾
五
疋
程
も
入
申
候
得
共
、 

 
 

差
出
候
所
七
ヶ
村
ニ
而
三
百
人
茂
出
申
候
故
、
少
シ
餘
り
申
候 

 
一 
当
村
ニ
而
差
出
候
所
、
人
足
五
拾
人
程
・
馬
拾
疋
餘
也 
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《
読
み
下
し
文
》 

 

右
は
、

か
な金
い井

宿
問
屋
よ
り
内
々
に
て
相
廻
り
申
し
候
所
、
四
月
十
五
日
の
夜 

と
り酉

の
中
刻
、

う
え植
ぐ
り栗

村
よ
り
請
け
取
り
、

か
な金
い井
む
ら村

へ
送
り
申
し
候 

 

四
月
十
六
日
朝
、

た
つ辰

の
下
刻 

  
 

 

御 

ほ
ん本 

し紙 

御 

さ
き先 
ぶ
れ觸 

 

△
一 

馬 

△
一 

人
足 

 

右
は
、
山
本
伊
豫
守
、
佐
州
御
役
所
へ
相

こ越
さ
れ
候
に
付
、 

一
昨
十
三
日
、
江
戸
發
足
、
当
駅
迄

ち
や
く

着

の
と
こ
ろ

處

、
も
く杢

川
ま
ん満
す
い水

に 

付
、
萬
年
橋
通
り
相
廻
ら
れ
、

は
ら原
ま
ち町

泊
ま
り
に
て
、

す須
か
わ川

へ
通 

行
の

つ積
も
り
、

み
よ
う

明

十
六
日

あ明
け
六
ツ
時
、
金
井
宿

し
ゆ
つ

出
た
つ立

、
相
越
さ
れ
候
間
、 

書
面
の
通
り
、
村
々
人
馬

と
ど
こ
お

滞

り
無
く
差
し
出
し
、
御

さ
だ定

め
の

ち
ん賃
せ
ん銭 

請
け
取
ら
れ
る
べ
く
候
、
尤
も
無
賃
の
人
馬
決
し
て
差
し
出
さ
ず
、

も若
し

ま間
ち
が違

い 

の
す
じ筋

も
候
は
ば
、

あ
と跡
あ
ら
た

改

め
役
人
へ
申
し

た
つ達

す
べ
く
候
、
且
つ
別
紙
泊
ま
り 

付
け
書
き
付
け
差
し
越
し
候
、
差
し
掛
り
通
行
の
儀
に
候
え
ば
、
村
役
人 

申
し
合
わ
せ
、
人
馬
等
差
し
支
え
之
れ
無
き
様
頼
み
入
り
候
、

か且
つ
須
川
宿
よ
り 

三
国
通
り
は
、

せ
ん先
だ
つ達

て
差
し
出
し
候
先
触
れ
の
通
り
相

こ
こ
ろ

心
え得

ら
る
べ
く
候
、 

こ此
の
先
觸
、
寺
泊
に

お於
い
て
相

か
え返

さ
る
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 
 
 

ひ
つ
じ

未

四
月
十
一
日 

 
 

 
 

中 

山 

嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

 
 

 

金
井
宿
よ
り
万
年
橋
廻
り 

 
 

 

寺
泊
迄 

  
 

 
 

 
 

 
 

右
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
主 

  
 

 
 

 

お
い追 

ぶ
れ觸 

 

い
つ一

昨
十
一
日
、

さ
く差

し
出
し
候
先
觸
、

べ
つ別
し紙

泊
ま
り
付
け
書
き
付
け
に

し
た下
や
ど宿
け
ん軒
す
う数 

し
た
た

認

め
落
と
し
候
、
右
は
、
本
陣
の

ほ
か外

、
下
宿
拾
貳
軒
入
り
候
間
、
泊
ま
り
の 

宿
々
に
て
差
し

つ
か支

え
無
き

よ
う様

、
そ其

の
て手
あ当

て
こ之

れ
あ在

る
べ
く
候
、

な
お猶

宿
割
り
の
も
の
参

り
し次
だ
い第

申
し

だ
ん談

ず
べ
く
候
、
此
の
追
觸
佐
州
に

お於
い
て
相

か
え返

さ
る
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本
伊
豫
守
内 

 
 
 
 

 
  

未
四
月
十
三
日 

 
 

 
 

 

中
山
嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

寺
田
儀
左
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

板
橋
宿
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
州
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

泊
ま
り
宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
陣 
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そ
え添 

ぶ
れ觸 

 
 

 
 

江
戸
南

て
ん傳
ま馬

町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
野
新
右
衛
門 

一 

御
先
觸 

 
 

壱
通 

一 

御
い
ん印
か
が
み

鑑

 
 

 

四
拾
数 

一 

同
う
け
と
り

請
取
帳
面 
壱
冊 

〆 

箱
入
り 

 

右
は
、
佐
渡
御
奉
行 

山
本
伊
豫
守
様
、

み
よ
う

明
ご後

十
三
日
、
江
戸
御
發
足
に
付
、 

御
渡
し
成
ら
れ
候
間
、

す
な
わ
ち

則

差
し
越
し
候
御
書
面
の
通
り

よ
う用
い意 

之
れ
有
る
べ
く
候
、
尤
も
道
中
滞
り
無
き
様
相
觸
れ
ら
る
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
傳
馬
役 

 
 

 
 

未
四
月
十
一
日 

 
 

 
 

高
野
新
右
衛
門 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

板
橋
宿

よ
り従

、
越
後
國 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寺
泊
迄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
屋
中 

   
 

御
い
ん印
か
が
み

鑑

写
し 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

  
 

こ
れ是

は
継
ぎ
場
へ
壱
数
ず
つ
御
渡
し 

 
 
 

印 

中
山
嘉
平
太 

 
 
 
 
 

遊
ば
さ
れ
候
御
印
鑑
に

ご御
ざ座

候
間
、
當 

 
 
 

印 

寺
田
儀
左
衛
門 

 
 
 

村
に
て
は
、
請
け
取
り
申
さ
ず
候
、

あ
ら新
ま
き巻

村 

 
 
 

印 

外
に
御
壱
人 

 
 
 
 
 

に
て
請
け
取
り
申
し
候 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
―

き
ゆ
う

急
ゆ
え故

、
し
つ失
ね
ん念
つ
か
ま
つ

仕

候 

人
馬
不
足
の
節
は
、
此
の
印
鑑
を
以
て

さ差
し

ず図
い
た致

す
べ
く
候
、
印
鑑 

之
れ
無
く
候
て
は
、
た
と
え
壱
人
・
壱

ぴ
き疋

た
り
と
も
差
し
出
す
べ
か
ら
ざ
る
の

む
ね旨

、 

御
觸
れ
書
き
付
け
相
廻
り
候
え
ど
も
、

き
ゆ
う

急
ゆ
え故
う
つ写

し
申
さ
ず
候 

  
 

 
 

 
 

 

泊
ま
り
附
け 

 

四
月
十
六
日 

 
 

 

同
十
七
日 

 
 

 
 

同
十
八
日 

一 

は
ら原 

ま
ち町 

 

泊 

一 

す須 

か
わ川 

 

泊 

一 

あ
さ浅 

が
い貝 

 

泊 

 

四
月
十
九
日 

 
 

 

同
廿
日 

一 

む
い六
か日
ま
ち町 

 

泊 

一 

て
ら寺 

ど
ま
り

泊

 
 

泊 

一 

  
 

 

本
陣
の

ほ
か外 

 
 

 

下
宿

じ
ゆ
う
に

拾
弐
か
所 

 

右
宿
々
本
陣
役
人
申
し
合
わ
せ
、

し
た下
や
ど宿

申
し
付
け
置
き
、
上
下
三
拾
人 

あ
ま餘

り
の

し支
た
く度

之
れ
有
り
、
右
人
数
の

ほ
か外

請
け
負
い
方
の
者
六
拾
人 

ほ
ど程

は
、

じ自
ぶ
ん分

拂
い
に
て

あ
い相
た
い対

の
事
に
候
え
ど
も
、

こ是
れ

ま
た又

差
し 

つ
か支

え
之
れ
無
き
様

し支
た
く度
た
ま給

う
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
渡
奉
行 

 
 

 
四
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 

山
本
伊
予
守
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中 

山 

嘉 

平 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺 

田 

儀
左
衛
門 

 
 

 

金
井
宿
よ
り
万
年
橋
廻
り
須
川
迄
、

そ夫
れ
よ
り
三
國
路
通
り 

 
 

 

越
後
国
寺
泊
り
迄 
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右
村
々
宿
々
問
屋 

 
 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

   
 
  

 

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
陣 

右
御
奉
行
様
御
通
行
に
付
、

う
え植
ぐ
り栗

村
よ
り

と
し年
よ
り寄
そ
う惣

兵
衛

ど
の殿

、
四 

月
十
六
日

あ明
け
七
ツ

じ時
ぶ
ん分

参
ら
れ
候
て
、
此
の

た
び度

は
、
壱
か
村
に
て
は
人
馬 

ふ不
そ
く足

に
ご御
ざ座

候
間
、
金
井
村
・

い
わ岩
い井

村
・

う
え植
ぐ
り栗

村
三
か
村

も最
よ
り寄

御
つ継

ぎ 

送
り

つ
か
ま
つ

仕

る
べ
き

む
ね旨
そ
う相
だ
ん談

い
た
し
候
所
、
十
六
日
朝
五
ツ
前
、
植
栗

む
ら邑 

名
主

よ与
い
ち市

殿
よ
り
申
し
来
た
り
候
は
、

こ小
い
ず
み

泉

村
・

い

ず

み

和
泉

ざ
わ沢

村
・
新
巻
村
・ 

お
く奥
だ田

村
、
右
四
か
村

も最
よ
り寄

新
巻
村
に
て
継
ぎ
立
て
申
す
べ
き

よ
し由

に
付
、
此
の 

方
よ
り
新
巻
村
へ
申
し
越
し
候
は
、
此
の
方
の
人
馬
、

そ其
の
方
ま
で
差
し
遣 

わ
し
申
す
べ
く
候
間
、

か
わ川
ど戸

村
迄
御
継
ぎ
下
さ
れ
候
様
に
仕
り

た
き度

と
申
し
遣
わ
し 

候
所
、

し
よ
う

承
ち知

い
た
し
候
間
、
岩
井
村
・
金
井
村
の
人
馬
、
新
巻 

迄
差
し
遣
わ
し
候
様
申
さ
れ
候
、
之
れ
に

よ依
り
当
村
よ
り

く
み組
が
し
ら

頭

伊
八
、 

人
馬
を
つ
れ
新
巻
村
へ
参
り
、

つ都
ご
う合

七
か
村
の
人
馬
を
以
て 

か
わ川
ど戸

村
迄
御
継
ぎ
送
り
仕
り
候 

 

右
御

ほ
ん本
し紙

御
先
觸
、
植
栗
村
よ
り
四
月
十
六
日

た
つ辰

の 

げ下
こ
く刻

、
請
け
取
り
候

せ
つ節

、
も最
は
や早
さ
き先
に荷

は
当
村
御

せ
い制
さ
つ札

の
所 

ま
で迄

参
り
申
し
候

ゆ
え故

、
急
に
金
井
村
へ
差
し
遣
わ
し
候
、
金
井
に
て
は

す
ぐ直

に 

川
戸
村
へ
送
り
申
し
候
、

し
か然

る
所
当
村
に
て
御

ひ
る昼
め
し飯
め召

し
あ上

が
ら
る
べ
き
旨 

急
に
申
し
来
た
り
候
故
、
そ
う
じ
等

つ
か
ま
つ

仕

り
候
、
御
本
陣
附
き
御
役 

人
中
は
、

み
な皆

此
の
方
へ
御

い出
で

あ
そ遊

ば
さ
れ
候 

 

一 

人
足
弐
百
五
拾
人
程
、
馬
七
拾
五
疋
程
も

い入
り
申
し
候
え
ど
も
、 

 
 

差
し
出
し
候
所
七
か
村
に
て
三
百
人
も

い出
で
申
し
候
故
、
少
し
餘
り
申
し
候 

 

一 

当
村
に
て
差
し
出
し
候
所
、
人
足
五
拾
人
程
・
馬
拾
疋
餘
り
也 

《
用
語
・
人
物
・
地
名
等
》 

①
【
辰
ノ
下
刻
：
た
つ
の
げ
こ
く
】
午
前
八
時
二
〇
分
～
午
前
九
時
の
間
、
午

前
八
時
四
〇
分
頃
。 

②
【
満
水
：
ま
ん
す
い
】
河
川
等
が
増
水
し
、
溢あ

ふ

れ
る
程
に
な
る
こ
と
。 

③
【
原
町
：
は
ら
ま
ち
】
吾
妻
郡
の
内
。
幕
府
領
・
籏
本
大
久
保
氏
領
。 

中
之
条
町
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
原
町
。 

④
【
明
け
六
ツ
時
：
あ
け
む
つ
ど
き
】
午
前
六
時
頃
。 

⑤
【
滞
り
：
と
ど
こ
お
り
】
支
障
。
障
害
。
争
い
。
す
っ
き
り
と
事
の
運
ば
ぬ

こ
と
。 

⑥
【
無
賃
之
人
馬
：
む
ち
ん
の
じ
ん
ば
】
公
用
通
行
の
た
め
、
宿
場
の
無
賃
で

使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
人
馬
。 

⑦
【
差
越
す
：
さ
し
こ
す
】
人
や
物
品
を
送
っ
て
よ
こ
す
。 

⑧
【
差
掛
り
：
さ
し
か
か
り
】
さ
し
せ
ま
り
。
急
に
。
急
い
で
。
さ
し
あ
た
り
。 

⑨
【
先
達
而
：
せ
ん
だ
っ
て
】
先
頃
。
先
日
。 

⑩
【
追
触
：
お
い
ぶ
れ
】
先
触
の
出
さ
れ
た
後
か
ら
内
容
の
変
更
な
ど
を
知
ら

せ
る
た
め
に
追
っ
て
出
す
触
状
。 

⑪
【
認
落
：
し
た
た
め
お
と
し
」
＝
書
き
落
と
し
た
。
書
き
忘
れ
た
。 

⑫
【
手
当
：
て
あ
て
】
こ
の
場
合
、
用
意
。
準
備
。 

⑬
【
申
談
：
も
う
し
だ
ん
ず
】
相
手
と
話
し
合
う
。
談
判
す
る
。 

⑭
【
添
触
：
そ
え
ぶ
れ
】
正
規
の
発
令
者
以
外
か
ら
発
せ
ら
れ
る
指
図
や
通
達
。 

⑮
【
印
鑑
：
い
ん
か
が
み
】
個
人
が
所
持
・
使
用
す
る
印
鑑
を
登
録
し
た
も
の
。

支
配
役
所
・
関
所
等
へ
届
出
た
も
の
。 

⑯
【
伝
馬
役
：
て
ん
ま
や
く
】
道
中
伝
馬
役
。
幕
府
公
用
の
人
馬
を
出
さ
せ
る

先
触
を
司
る
役
。
家
康
の
江
戸
入
府
の
際
に
こ
の
役
に
任
命
さ
れ
た
馬

込
・
高
野
・
小
宮
の
三
氏
が
、
江
戸
伝
馬
町
に
居
住
し
て
世
襲
し
た
役
。

こ
の
文
書
は
、
「
高
野
新
右
衛
門
」 

⑰
【
継
場
：
つ
ぎ
ば
】
人
馬
を
継
立
て
る
所
。
問
屋
場
。
宿
場
。
宿
駅
。 

⑱
【
新
巻
村
：
あ
ら
ま
き
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
二
氏
の
相
給
。

奥
田
村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
新
巻
。 
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⑲
【
失
念
：
し
つ
ね
ん
】
う
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
。 

⑳
【
差
図
：
さ
し
ず
】
指
図
。
指
示
し
て
さ
せ
る
こ
と
。
言
い
付
け
て
さ
せ
る

こ
と
。
下
知
。
指
揮
。
命
令
。 

㉑
【
植
栗
村
：
う
え
ぐ
り
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
土
屋
氏
領
。
小

泉
村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
植
栗
。 

㉒
【
明
け
七
ツ
時
分
：
あ
け
な
な
つ
じ
ぶ
ん
）
】
午
前
四
時
頃
。 

㉓
【
金
井
村
：
か
な
い
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
保
科
氏
領
。
岩
井

村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
金
井
。 

㉔
【
岩
井
村
：
い
わ
い
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
保
科
氏
領
。
植
栗

村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
岩
井
。 

㉕
【
最
寄
：
も
よ
り
】
す
ぐ
近
い
あ
た
り
。
て
ぢ
か
。
付
近
。
近
辺
。 

㉖
【
継
送
り
：
つ
ぎ
お
く
り
】
宿
継
ぎ
で
送
り
と
ど
け
る
こ
と
。
逓
送
。 

㉗
【
朝
五
ツ
前
：
あ
さ
い
つ
つ
ま
え
】
午
前
八
時
前
。 

㉘
【
小
泉
村
：
こ
い
ず
み
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
小
栗
氏
領
。
泉

沢
村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
小
泉
。 

㉙
【
和
泉
沢
村
：
い
ず
み
さ
わ
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
朝
比
奈
氏

領
。
新
巻
村
の
西
隣
。
現
東
吾
妻
町
泉
沢
。 

㉚
【
奥
田
村
：
お
く
だ
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
土
屋
氏
領
。
ご五
ち
よ
う

町

田だ

村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
奥
田
。 

㉛
【
申
越
：
も
う
し
こ
す
】
手
紙
や
使
者
な
ど
で
言
っ
て
寄
こ
す
。
手
紙
を
や

る
。
伝
え
知
ら
せ
る
。 

㉜
【
川
戸
村
：
か
わ
ど
む
ら
】
吾
妻
郡
の
内
。
当
時
、
旗
本
四
氏
の
相
給
。
金

井
村
の
西
隣
。
現
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
川
戸
。 

㉝
【
差
遣
し
：
さ
し
つ
か
わ
し
】
＝
差
し
遣
わ
す
＝
差
し
向
け
て
遣
わ
す
。
派

遣
す
る
。 

㉞
【
都
合
：
つ
ご
う
】
合
計
。
ひ
っ
く
る
め
て
。 

㉟
【
制
札
：
せ
い
さ
つ
】
禁
令
の
箇
条
を
記
し
て
、
ろ路
ぼ
う

傍

ま
た
は
神
社
の
境

内
な
ど
に
立
て
る
札
。
立
て
札
。 

 

《
内
容
解
説
》 

 

今
回
の
文
書
部
分
は
、
寛
政
一
一
年
四
月
一
六
日
朝
辰
の
下
刻
（
午
前
八
時

四
〇
分
頃
）
、
吾
妻
郡
岩
井
村
・
名
主
田
中
忠
左
衛
門
宅
に
同
時
に
届
い
た
書

状
類
の
書
写
で
あ
る
。
金
井
宿
問
屋
ら
が
予
想
し
た
通
り
、
「
御
先
触
一
同
」

に
な
っ
た
。
記
載
順
に
記
す
と
、
①
四
月
一
五
日
夜
、
金
井
宿
で

認
し
た
た

め
直
し

た
「
御
本
紙
御
先
触
」
、
②
四
月
一
三
日
夜
、
最
初
の
宿
泊
地
・
鴻
巣
宿
で
、

先
触
に
書
き
落
と
し
た
こ
と
（
下
宿
十
二
軒
の
準
備
が
必
要
な
こ
と
）
を

認
し
た
た

め
た
「
追
触
」
、
③
江
戸
出
立
二
日
前
の
四
月
一
一
日
に
、
幕
府
の
道
中
伝
馬

役
・
高
野
新
右
衛
門
が
認
め
た
「
添
触
」
、
④
四
月
一
五
日
夜
、
金
井
宿
で
認

め
直
し
た
「
泊
附
」
、
⑤
四
月
一
六
日
、
岩
井
村
で
昼
食
を
済
ま
せ
た
佐
渡
奉

行
一
行
を
送
り
出
し
、
そ
の
後
に
田
中
忠
左
衛
門
が
記
し
た

覚
お
ぼ
え

書が
き

で
あ
る
。 

 

①
の
認
め
直
し
た
先
触
は
、
Ａ
：
四
月
一
五
日
に
金
井
宿
へ
到
着
し
た
が
、

杢
関
所
先
の
吾
妻
川
が
満
水
な
の
で
、
万
年
橋
を
廻
り
明
日
は
原
町
泊
、
そ
の

後
須
川
宿
へ
通
行
す
る
、
Ｂ
：
明
日
一
六
日
は
、
明
け
六
ツ
時
（
午
前
六
時
頃
）

に
金
井
宿
を
出
立
す
る
の
で
、
沿
道
の
村
々
は
人
馬
を
滞
り
無
く
差
し
出
し
、

御
定
め
の
賃
銭
を
請
け
取
る
よ
う
に
、
Ｃ
：
別
紙
泊
り
付
の
書
状
を
差
し
越

す
、
差
し
迫
っ
た
通
行
に
な
る
が
、
村
役
人
が
相
談
し
、
人
馬
を
差
し
支
え
無

き
よ
う
頼
む
、
Ｄ
：
須
川
宿
よ
り
先
の
三
国
通
り
（
三
国
街
道
）
は
、
先
日
の

先
触
通
り
に
心
得
る
よ
う
に
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

②
の
「
追
触
」
に
は
、
一
昨
日
四
月
一
一
日
差
し
出
し
の
先
触
の
別
紙
「
泊

付
書
付
」
に
家
臣
た
ち
が
宿
泊
す
る
下し

た

宿や
ど

軒
数
の
書
き
落
と
し
が
あ
っ
た
、
本

陣
の
他
に
下
宿
十
二
軒
の
用
意
が
必
要
な
の
で
、
宿
泊
予
定
の
宿
々
で
支
障

の
無
い
よ
う
手
当
て
す
べ
し
、
宿
割
り
担
当
者
が
、
各
宿
へ
、
こ
の
書
状
が
到

着
次
第
話
し
合
う
べ
し
、
と
あ
る
。 

 

③
「
添
触
」
に
は
、
御
先
触
一
通
・
御
印
鑑
四
十
枚
・
御
印
鑑
請
取
帳
面
一

冊
が
箱
入
り
で
あ
り
、
書
面
の
通
り
用
意
す
る
よ
う
に
、
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

る
。
「
御
印
鑑
写
」
は
、
山
本
伊
予
守
家
臣
三
名
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
岩
井

村
名
主
の
田
中
忠
左
衛
門
は
急
な
こ
と
な
の
で
一
名
の
名
前
を
失
念
し
た
、
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と
記
し
て
い
る
。 

 
④
の
変
更
「
泊
附
」
は
、
四
月
一
六
日
原
町
泊
、
翌
一
七
日
須
川
着
、
四
月

二
〇
日
寺て

ら

泊
ど
ま
り

泊
と
記
さ
れ
、
当
初
の
予
定
よ
り
二
日
遅
れ
に
な
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
本
陣
の
上
下
三
〇
人
余
り
の
し支
た
く

度

の
他
、
下
宿
一
二
か
所

の
仕
度
を
す
る
こ
と
、
請
負
方
の
者
六
〇
人
程
の
支
払
い
は
相あ

い

対た
い

で
自
分
払

い
で
あ
り
、
計
九
〇
人
余
り
の
宿
泊
の
仕
度
を
す
る
こ
と
、
な
ど
と
あ
る 

 

⑤
の
覚
書
は
、
Ａ
：
四
月
一
六
日
明
け
七
ツ
時
分
（
午
前
四
時
頃
）
、
植
栗

村
年
寄
惣
兵
衛
が
岩
井
村
名
主
・
田
中
忠
左
衛
門
宅
へ
来
て
、
金
井
村
・
岩
井

村
・
植
栗
村
の
三
か
村
最
寄
り
の
御
継
ぎ
送
り
を
相
談
、
同
日
朝
五
つ
前
（
午

前
八
時
前
）
、
植
栗
村
名
主
・
与
市
が
田
中
忠
左
衛
門
へ
、
小
泉
村
・
和
泉
沢

村
・
新
巻
村
・
奥
田
村
四
か
村
最
寄
り
の
新
巻
村
で
継
ぎ
立
て
る
べ
き
で
あ

る
、
こ
ち
ら
の
村
々
の
人
馬
を
新
巻
村
へ
差
し
遣
わ
す
の
で
、
川
戸
村
ま
で
継

い
で
ほ
し
い
申
し
て
来
た
（
新
巻
村
承
知
）
。
結
局
、
計
七
か
村
の
人
馬
を
も

っ
て
、
新
巻
村
か
ら
川
戸
村
ま
で
継
ぎ
送
り
を
し
た
、
Ｂ
：
四
月
一
六
日
辰
ノ

下
刻
（
午
前
八
時
四
〇
分
頃
）
、
先
触
本
紙
を
植
栗
村
か
ら
受
け
取
っ
た
時
、

佐
渡
奉
行
山
本
伊
予
守
一
行
の
先
荷
が
岩
井
村
御
制
札
の
所
ま
で
来
て
い
た

の
で
、
急
ぎ
西
隣
の
金
井
村
へ
差
し
遣
わ
し
た
。
金
井
村
は
、
直
ぐ
に
川
戸
村

へ
送
っ
た
。
当
岩
井
村
で
、
御
昼
飯
を
召
し
上
が
る
と
急
に
連
絡
し
て
き
た
の

で
、
掃
除
な
ど
を
し
た
。
御
本
陣
附
き
の
御
役
人
た
ち
は
、
皆
こ
の
方
（
田
中

宅
）
へ
お
出
に
な
っ
た
、
Ｃ
：
村
方
人
足
は
二
五
〇
人
ほ
ど
・
馬
七
五
疋
ほ
ど

も
入
れ
た
が
、
七
か
村
で
三
〇
〇
人
も
出
し
た
の
で
人
足
が
少
し
余
っ
た
、
当

岩
井
村
が
差
し
出
し
た
の
は
、
人
足
五
〇
人
ほ
ど
、
馬
一
〇
疋
余
り
で
あ
っ

た
、
と
記
し
て
い
る
。 

 

本
文
書
は
、
各
種
触
書
写
し
の
記
載
月
日
が
前
後
し
、
一
通
り
理
解
す
る
の

が
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
金
井
宿
問
屋
ら
の
機
転
と
三
国
脇
往
還
（
北
国

脇
往
還
）
沿
い
村
々
役
人
た
ち
の
素
早
く
適
確
な
対
応
で
、
無
事
に
佐
渡
奉
行

一
行
を
継
立
て
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
田
中
忠
左
衛
門
は
、
後
々
の
た
め

に
、
こ
の
時
の
対
応
を
克
明
に
記
録
し
た
も
の
と
考
え
る
。 
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 伊能光雄家文書№1454-16 近世後期の絵図、北国脇往還（三国脇往還）村々が朱で塗られている 

現在の万年橋と岩
いわ

櫃
びつ

山〔近世の万年橋は少し下流（右側）の低所にあった〕 


